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「
男
子
、
三
日
会
わ
ざ
れ
ば
刮
目
し

て
見
よ
」
人
は
短
期
間
で
成
長
す
る
。

次
に
会
う
と
き
は
注
意
し
て
見
よ
と
い

う
意
味
で
、
も
と
も
と
は
古
代
中
国
の

魏
呉
蜀
の
争
い
を
描
い
た
三
国
志
演
義

に
出
て
く
る
故
事
が
元
に
な
っ
て
い
る 

▼
呉
の
武
将
の
呂
蒙
は
、
家
が
貧
し
く

学
問
に
触
れ
ら
れ
ず
、
若
い
頃
は
、
武
に
は
優

れ
て
い
る
が
無
学
の
者
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼

ら
れ
て
い
た
。
国
王
の
孫
権
は
そ
ん
な
呂
蒙
に

対
し
、
学
問
も
大
事
だ
か
ら
学
べ
と
命
じ
た
と

こ
ろ
呂
蒙
は
熱
心
に
学
び
、
数
年
後
に
は
文
武

を
兼
ね
備
え
た
立
派
な
人
物
に
成
長
。
そ
れ
を

見
た
呉
の
重
臣
の
魯
粛
が
感
嘆
し
て
、
こ
の
言

葉
を
発
し
た
と
さ
れ
る
▼
Ｆ
Ａ
業
界
を
戦
う
プ

レ
イ
ヤ
ー
た
ち
も
昔
と
は
大
き
く
姿
を
変
え
て

い
る
。
例
え
ば
三
菱
電
機
は
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

の
Ｆ
Ａ
機
器
だ
け
で
な
く
、
い
ま
や
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ａ
や
デ
ー
タ
分
析
等
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
も
揃

え
、
製
造
業
の
Ｄ
Ｘ
実
現
を
ト
ー
タ
ル
に
支
援

す
る
企
業
に
変
貌
し
て
い
る
。
オ
ム
ロ
ン
も
、

セ
ン
サ
や
ス
イ
ッ
チ
な
ど
Ｆ
Ａ
機
器
を
製
造
販

売
す
る
コ
ン
ポ
メ
ー
カ
ー
で
は
な
く
、
そ
れ
ら

の
コ
ア
技
術
や
製
品
を
活
か
し
て
、
顧
客
で
あ

る
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
や
機
械
メ
ー
カ
ー
等
と
一

緒
に
現
場
や
装
置
の
進
化
を
実
現
す
る
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
企
業
に
な
っ
て
い
る
。
海
外
メ
ー
カ

ー
も
、
か
つ
て
は
日
本
市
場
で
は
一
部
の
注
力

製
品
に
限
っ
て
展
開
し
て
い
た
の
が
、
最
近
は

製
品
投
入
の
幅
を
広
げ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
と
変
わ

ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
Ｆ
Ａ
商
社
や
シ
ス
テ
ム

イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
も
様
々
な
製
品
を
組
み
合
わ

せ
て
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
を
開

発
し
て
提
案
す
る
な
ど
、
商
社
の
枠
を
越
え
て

メ
ー
カ
ー
と
遜
色
な
い
動
き
が
活
発
だ
▼
こ
う

し
た
動
き
は
、
始
ま
っ
て
か
ら
も
う
数
年
が
経

過
し
、
す
で
に
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
も
の
も
多

い
。
こ
れ
ら
を
ち
ま
た
で
言
わ
れ
て
い
る
Ｄ
Ｘ

や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
含
め
た
変
革
と
し
て
捉

え
る
と
、
Ｆ
Ａ
業
界
で
は
着
手
済
み
で
、
現
在

進
行
中
だ
。
人
も
企
業
も
短
期
間
で
変
わ
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
今
も
変
わ
り
続
け
て
い

る
。
昔
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
今
の
姿

を
見
て
正
確
に
本
質
を
把
握
し
、
そ
の
変
化
を

自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
。

三日会わざれば刮目せよ　人も企業も短期間で成長する　変化に敏感であれ

　
月
１
度
の
掲
載
で
あ
る
本
コ
ラ
ム
は
第
１

回
か
ら
８
年
以
上
の
月
日
が
過
ぎ
去
っ
た
。

８
年
間
の
間
に
中
小
製
造
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
激
変
し
、
と
く
に
『
人
手
不
足
』
問
題

は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
１
０
１
回
目
の

今
回
は
、
人
材
不
足
の
特
効
薬
と
も
言
え
る

『
自
動
化
テ
ー
マ
』
に
焦
点
を
絞
り
、
こ
れ

か
ら
の
連
載
テ
ー
マ
と
し
た
い
。
幸
い
に
し

て
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ソ
フ

ト
ロ
ボ
ッ
ト
）
、
そ
し
て
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
、
第
４
次
産
業
革
命
と
呼
ば
れ
る
『
デ
ジ

タ
ル
イ
ン
ベ
ー
シ
ョ
ン
』
の
進
歩
は
目
覚
ま

し
く
、
こ
れ
ら
の
最
先
端
技
術
を
中
小
製
造

業
が
活
用
で
き
る
地
合
い
が
整
っ
て
き
て
い

る
。
こ
の
点
に
注
目
し
、
中
小
製
造
業
の
自

動
化
テ
ー
マ
を
深
掘
り
し
て
い
き
た
い
。

　
筆
者
の
専
門
領
域
は
精
密
板
金
業
界
で
あ

る
。
精
密
板
金
業
界
は
、
日
本
を
代
表
す
る

中
小
零
細
企
業
の
集
積
的
産
業
を
形
成
し
て

い
る
が
、
『
稼
ぐ
力
』
が
強
く
、
将
来
に
渡

る
成
長
も
確
信
さ
れ
る
魅
力
的
な
業
界
で
あ

る
。
精
密
板
金
業
界
の
『
稼
ぐ
力
』
は
、
多

品
種
少
量
生
産
・
短
納
期
を
背
景
に
、
職
人

に
依
存
す
る
『
も
の
づ
く
り
』
が
源
泉
で
あ

る
。
原
価
構
成
を
見
る
と
、
材
料
費
や
購
入

品
の
占
め
る
比
率
は
20
％
以
下
と
低
く
、
非

常
に
付
加
価
値
の
大
き
い
業
界
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
た
め
、
機
械
の
償
却
原
価

を
大
き
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
１
億
円
、
２

億
円
と
い
っ
た
超
高
額
機
械
が
飛
ぶ
よ
う
に

売
れ
て
い
る
の
も
特
筆
す
べ
き
業
界
の
特
徴

で
あ
る
。

　
一
見
、
順
風
満
帆
で
な
ん
の
心
配
も
い
ら

な
い
業
界
に
見
え
る
が
、
潜
在
す
る
課
題
は

深
刻
で
あ
り
、
業
界
発
展
の
大
き
な
障
害
と

な
っ
て
い
る
の
も
現
実
で
あ
る
。
そ
の
深
刻

な
課
題
と
は
、
『
人
手
不
足
』
で
あ
る
。
精

密
板
金
企
業
に
就
職
し
、
製
造
現
場
の
作
業

員
と
し
て
働
く
意
志
を
持
つ
若
者
は
ほ
と
ん

ど
い
な
い
。
労
働
者
の
人
手
不
足
は
深
刻
の

極
限
に
達
し
て
い
る
が
、
後
継
者
や
経
理
な

ど
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
人
手
不
足
も
深
刻
で

あ
る
。
こ
の
た
め
に
Ｍ
＆
Ａ
や
廃
業
が
相
次

ぎ
、
精
密
板
金
業
界
で
の
総
企
業
数
は
毎
年

縮
小
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
現
場
熟
練

工
の
老
齢
化
ス
ピ
ー
ド
は
加
速
度
的
で
あ

り
、
早
急
に
手
を
打
つ
必
要
性
が
あ
る
。
こ

の
深
刻
な
『
人
手
不
足
』
克
服
が
必
須
で
あ

る
こ
と
は
、
全
て
の
経
営
者
が
十
分
理
解
し

て
お
り
、
そ
の
打
ち
手
も
盛
ん
に
議
論
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
有
力
な
打
ち
手
の
一
つ
は
、

現
場
を
ロ
ボ
ッ
ト
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特

に
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
わ
っ
て
「
協
働

ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

経
団
連
や
日
本
政
府
は
、
『
人
手
不
足
』
の

対
抗
策
と
し
て
、
外
国
人
労
働
者
の
活
用
を

推
進
し
て
い
る
が
、
外
国
人
労
働
者
を
使
っ

て
製
造
業
が
強
く
な
っ
た
国
は
ど
こ
に
も
な

い
。

　
今
年
７
月
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
『
Ｍ

Ｆ
―
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
３
（
プ
レ
ス
・
板

金
・
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
展
）
』
が
開
催
さ
れ

た
。
４
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
開
催
で
あ
っ
た

が
、
入
場
者
数
は
前
回
を
割
り
込
み
、
日
本

の
製
造
業
の
劣
化
を
象
徴
す
る
展
示
会
と
な

っ
た
。
お
世
辞
に
も
褒
め
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト

で
は
な
か
っ
た
。
主
催
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
感
じ
ら
れ
ず
、
大
手
機
械
メ
ー
カ
ー
は

巨
大
ブ
ー
ス
を
構
え
て
は
い
る
も
の
の
、
目

立
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
な
く
、
心
踊
ら

せ
る
新
商
品
・
新
技
術
は
皆
無
と
言
っ
て
よ

い
。
そ
の
中
で
特
筆
す
べ
き
明
る
い
話
題

は
、
「
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
出
展
が
花
開
い

た
こ
と
で
あ
る
。
中
小
の
出
展
ブ
ー
ス
の
中

で
、
あ
ち
こ
ち
に
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
前
回
の
展
示
会
と
の
大
き
な
相

違
点
で
あ
る
。
従
来
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
は

出
力
が
非
常
に
大
き
い
も
の
が
多
く
、
隔
離

し
た
大
規
模
設
備
と
な
る
の
が
普
通
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
大
企
業
の
大
量
生
産
に
向
い
て

お
り
、
中
小
製
造
業
で
の
導
入
事
例
は
少
な

い
。

　
一
方
で
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、
人
と
同

じ
空
間
で
一
緒
に
作
業
を
行
え
る
ロ
ボ
ッ
ト

で
あ
り
、
小
型
・
軽
量
・
省
ス
ペ
ー
ス
で
運

用
が
可
能
で
あ
り
、
大
が
か
り
な
安
全
シ
ス

テ
ム
が
不
要
で
あ
る
。
多
品
種
少
量
生
産
・

短
納
期
が
状
態
化
さ
れ
て
い
る
中
堅
・
中
小

製
造
業
に
極
め
て
有
益
な
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る

と
言
え
る
。
日
本
政
府
も
10
年
近
く
前
の
15

年
に
ロ
ボ
ッ
ト
新
戦
略
を
発
表
し
、
日
本
が

ロ
ボ
ッ
ト
王
国
を
目
指
す
こ
と
を
明
確
化
し

た
が
、
以
降
大
き
な
流
れ
が
起
き
ず
に
今
日

に
至
っ
て
い
る
。
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
は
明
ら
か

に
海
外
勢
メ
ー
カ
ー
が
優
位
で
あ
る
。
特
に

シ
ェ
ア
第
２
位
の
台
湾
・
Ｔ
Ｍ
ロ
ボ
ッ
ト

は
、
非
常
に
魅
力
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
で
、
中
堅

・
中
小
製
造
業
で
の
多
く
の
工
程
（
溶
接
・

検
査
・
バ
リ
取
り
等
）
で
の
応
用
が
可
能
で

あ
る
。
日
本
の
大
手
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
も

揃
っ
て
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
選
択
の
幅
は
広
が
っ
て
き
た
。

　
23
年
は
、
中
堅
・
中
小
製
造
業
に
と
っ
て

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
元
年
で
あ
る
。
協
働
ロ
ボ
ッ

ト
な
く
し
て
未
来
の
も
の
づ
く
り
は
考
え
ら

れ
な
い
。
次
回
は
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
と
ソ
フ

ト
の
連
携
や
、
中
堅
・
中
小
製
造
業
が
協
働

ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
際
の
留
意
事
項
な
ど

を
寄
稿
す
る
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
●●101●●

　
高
木
俊
郎
︵
た
か
ぎ
・
と
し
お
︶
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

『
人
手
不
足
』の
打
ち
手協

働
ロ
ボ
ッ
ト
の
衝
撃

「
海
外
で
稼
ぐ
製
造
業
」
2021
年
度 

現
地
法
人
売
上
高

前
年

度
比

23
・
６
％
増
139
兆
4000
億
円

過
去
10
年
の
最
高
額
更
新

　
日
本
の
製
造
業
が
売
上
・
利
益
を
上
げ
る
に
は
、
横
ば
い
か
ら
縮
小
の
日
本
市
場
を

維
持
し
つ
つ
、
海
外
市
場
で
の
需
要
獲
得
が
必
須
。
実
際
に
製
造
業
の
海
外
進
出
は
拡

大
し
て
お
り
、
２
０
２
１
年
度
の
現
地
法
人
売
上
高
は
１
３
９
兆
円
に
達
し
、
過
去
10

年
の
最
高
額
を
上
回
っ
た
。

　
経
済
産
業
省
の
「
海
外
事

業
活
動
基
本
調
査
」
に
よ
る

と
、
２
０
２
１
年
度
末
時
点

で
の
製
造
業
の
海
外
現
地
法

人
数
は
１
万
９
０
２
社
。
売

上
高
は
１
３
９
兆
４
０
０
０

億
円
で
、
前
年
度
比
23
・
６

%
増
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０

１
８
年
を
上
回
り
、
過
去
10

年
の
最
高
額
を
更
新
。
現
地

法
人
の
日
本
側
出
資
者
向
け

支
払
い
（
配
当
金
・
ロ
イ
ヤ

リ
テ
ィ
）
は
５
・
５
兆
円

（
32
・
１
%
増
）と
な
っ
た
。

　
現
地
と
域
内
で
の
販
売
比

率
は
、
北
米
が
92
・
９
%
、

欧
州
が
82
・
７
％
、
ア
ジ
ア

が
79
・
２
％
。
日
本
へ
の
販

売
比
率
は
北
米
が
２
・
８
％

で
、
欧
州
が
４
・
０
％
、
ア

ジ
ア
が
15
・
５
％
。
ア
ジ
ア

は
10
年
前
と
比
べ
る
と
現
地

・
域
内
販
売
比
率
が
向
上

　
ま
た
海
外
生
産
比
率
も
年

々
増
加
し
、
２
０
２
１
年
度

の
国
内
全
法
人
ベ
ー
ス
で
の

海
外
生
産
比
率
は
25
・
８

％
。
前
年
度
か
ら
２
・
２
％

上
昇
し
、
過
去
10
年
で
最
も

高
く
な
っ
て
い
る
。
海
外
進

出
企
業
ベ
ー
ス
で
は
40
・
７

％
で
、
４
割
以
上
の
製
造
業

が
現
地
生
産
を
行
な
っ
て
い

く
Ｒ
＆
Ｄ
と
し
て
の
期
待
も

増
大
。
設
備
投
資
額
は
３
・

７
兆
円
（
14
・
０
％
増
）
と

な
っ
て
い
る
。

生
産
比
率
26
％
ま
で
向
上

中
小
企
業
の
自
動
化
支
援

全
国
7
支
店
で
ス
タ
ー
ト

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
顧
客
が
抱

え
る
課
題
に
対
し
て
一
緒
に

解
決
し
て
い
く
共
創
・
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
全
国
７
支
店
で
中

小
企
業
を
対
象
と
し
た
自
動

化
の
支
援
を
開
始
す
る
＝
写

真
。
そ
の
は
じ
ま
り
と
し

て
、
精
密
プ
レ
ス
加
工
の
有

川
製
作
所
（
石
川
県
津
幡

ト
を
活
用
し
た
自
動
化
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
積
極
的
に
推

進
し
、
社
内
人
材
を
育
成
し

て
そ
の
構
築
・
運
用
を
担
う

こ
と
で
企
業
価
値
を
高
め
、

人
材
採
用
や
収
益
性
の
改
善

に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
も

の
。
加
え
て
、
自
動
化
の
展

示
場
を
開
設
し
て
そ
の
情
報

・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
外
部
へ
開
放

す
る
こ
と
で
同
様
の
課
題
を

抱
え
る
中
小
製
造
業
の
支
援

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け

た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
視

野
に
入
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
な
る
。
有
川
製
作
所
が
主

体
と
な
り
、
同
地
の
商
社
・

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ

の
山
崎
電
機
（
石
川
県
金
沢

市
）
と
オ
ム
ロ
ン
が
技
術
支

援
を
行
う
こ
と
で
実
現
し

た
。

　
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で

人
が
担
っ
て
い
た
プ
レ
ス
機

械
へ
の
ワ
ー
ク
供
給
か
ら
加

工
、
一
次
検
査
工
程
と
、
完

成
し
た
ワ
ー
ク
の
外
観
検
査

に
対
し
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
を

使
っ
た
全
自
動
化
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
プ
レ
ス
加
工
工

程
で
は
９
％
、
外
観
検
査
工

程
で
は
22
％
の
生
産
性
向
上

を
実
現
。
さ
ら
に
３
年
間
で

７
人
の
採
用
、
顧
客
か
ら
の

新
規
引
き
合
い
の
増
加
な
ど

の
効
果
も
得
た
。

　
シ
ュ
ン
ク
・
ジ
ャ
パ
ン

は
、
東
京
都
品
川
区
南
品
川

の
本
社
内
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
の

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
・

　
中
外
製
薬
は
新
た
な
研
究

拠
点
と
し
て
23
年
４
月
「
中

外
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
横
浜
」
を
開
設
、
７
月
18

日
に
見
学
会
を
実
施
し
た
。

同
施
設
は
、
富
士
御
殿
場
と

し
、
日
本
へ
の
販
売
比
率
が

下
が
っ
て
い
て
、
現
地
ロ
ー

カ
ル
で
の
販
売
が
拡
大
し
て

い
る
。

町
）
が
進
め
る
、
ロ
ボ
ッ
ト

活
用
に
よ
る
製
造
現
場
の
自

動
化
と
そ
れ
に
よ
る
企
業
価

値
向
上
を
目
的
と
す
る
「
小

人
の
靴
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
参
画
し
、
自
動
化
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
展
示
場
の
支
援

を
実
施
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地

方
の
中
小
企
業
と
し
て
人
材

採
用
や
生
産
性
の
向
上
に
課

題
を
抱
え
、
工
程
の
ほ
と
ん

ど
を
人
手
作
業
で
行
っ
て
い

た
有
川
製
作
所
が
、
ロ
ボ
ッ

シュンク・ジャパン

「CoLab」を開設
東京・ロボットアプリセンター

る
。
業
種
別
で
は
、
輸
送
機

械
が
47
・
０
％
と
最
も
高

く
、
は
ん
用
機
械
が
34
・
４

％
、
情
報
通
信
機
械
が
27
・

４
％
、
化
学
が
23
・
４
％
、

非
鉄
金
属
が
20
・
６
％
と
な

っ
て
い
る
。

　
研
究
開
発
費
も
９
０
７
５

億
円
（
27
・
７
％
増
）
と
拡

大
し
、
生
産
機
能
だ
け
で
な

の
機
会
を
増
や
す
こ
と
を
狙

う
。
ま
ず
は
一
般
的
な
実
験

室
の
一
区
画
で
実
施
し
、
負

荷
が
大
き
く
、
実
験
種
類
が

多
様
な
細
胞
実
験
で
の
実
装

を
目
指
す
。
自
動
化
の
目
的

は
、
人
員
削
減
で
は
な
く
、

自
動
化
に
よ
る
創
薬
研
究
に

お
け
る
ル
ー
チ
ン
実
験
業
務

の
削
減
に
よ
る
研
究
員
の
創

造
性
発
揮
や
、
夜
間
の
時
間

活
用
を
含
め
た
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
増
加
や
生
産
性
向
上
。
膨

大
な
デ
ー
タ
を
効
率
良
く
取

得
で
き
る
仕
組
み
や
、
デ
ー

タ
を
容
易
に
整
理
・
解
析
で

き
る
環
境
整
備
、
デ
ジ
タ
ル

人
材
力
強
化
な
ど
と
組
み
合

わ
せ
、
新
研
究
所
設
立
を
契

機
に
Ｄ
Ｘ
を
加
速
す
る
。

の
活
用
を
含
め
た
「
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
」
の
実
現
、

「
人
材
確
保
・
外
部
連
携
」

の
促
進
を
期
待
し
て
設
立
さ

れ
た
。

　
見
学
会
で
は
、
次
世
代
ラ

ボ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
実

装
例
と
し
て
、
モ
バ
イ
ル
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
る
各
種
実
験
・

検
査
装
置
間
の
搬
送
シ
ス
テ

ム
を
公
開
。
パ
ー
ト
ナ
ー

は
、
目
指
す
姿
や
価
値
観
が

一
致
す
る
オ
ム
ロ
ン
お
よ
び

オ
ム
ロ
ン
サ
イ
ニ
ッ
ク
エ
ッ

ク
ス
。
23
年
10
月
か
ら
は
、

非
定
型
業
務
の
自
動
化
に
つ

い
て
実
証
実
験
を
開
始
し
、

機
械
に
で
き
る
こ
と
は
機
械

に
任
せ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

検
証
と
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
兼

ね
た
ロ
ボ
ッ
ト
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
「
Ｃ
ｏ
Ｌ

ａ
ｂ
」
を
開
設
し
た
＝
写

真
。

　
同
社
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
工

作
機
械
向
け
の
ハ
ン
ド
や
チ

ャ
ッ
ク
、
バ
イ
ス
な
ど
の
エ

ン
ド
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
を
グ
ロ

ー
バ
ル
に
展
開
す
る
ド
イ
ツ

メ
ー
カ
ー
で
、
２
０
２
２
年

度
の
売
上
高
は
約
７
０
０
億

円
。
世
界
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
の

普
及
拡
大
と
需
要
の
高
ま
り

に
対
し
て
主
要
地
域
に
ロ
ボ

ッ
ト
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を

進
め
て
お
り
、

日
本
は
10
カ
国

目
と
な
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー

は
ユ
ー
ザ
ー
の

要
望
や
用
途
に

応
じ
た
適
切
な

エ
ン
ド
エ
フ
ェ

ク
タ
ー
の
開
発

・
検
証
を
主
目

的
と
し
、
ユ
ー
ザ
ー
は
問
い

合
わ
せ
後
に
ワ
ー
ク
を
送
る

と
、
そ
れ
に
応
じ
た
エ
ン
ド

エ
フ
ェ
ク
タ
を
同
社
の
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
か
ら
選
定
し
て
実

機
で
検
証
し
、
そ
の
結
果
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
無
償
で

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ワ
ー

ク
に
触
れ
て
実
際
の
作
業
を

す
る
ハ
ン
ド
の
部
分
か
ら
ロ

ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

ス
タ
ー
ト
し
、
立
ち
上
げ
ま

で
の
時
間
と
工
数
を
効
率
化

で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
施
設
と

な
っ
て
い
る
。

　
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
は
、
主

要
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
各
社

の
ロ
ボ
ッ
ト
に
同
社
の
エ
ン

ド
エ
フ
ェ
ク
タ
と
周
辺
シ
ス

テ
ム
で
組
み
上
げ
た
７
つ
の

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
モ
機

を
展
示
。
力
覚
セ
ン
サ
を
使

鎌
倉
の
２
つ
の
研
究
所
を
集

約
。
異
な
る
分
野
に
お
け
る

研
究
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
促
し
、
技
術
を
融

合
す
る
こ
と
で
起
こ
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
や
、
高

度
な
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
Ａ
Ｉ

っ
た
組
み
立
て
や
マ
グ
ネ
ッ

ト
グ
リ
ッ
パ
を
使
っ
た
薄
板

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
、
バ
リ
取
り

自
動
化
の
デ
モ
に
加
え
、
エ

ア
も
電
気
も
使
わ
な
い
ゼ
ロ

エ
ネ
ル
ギ
ー
グ
リ
ッ
パ
と
い

っ
た
最
新
技
術
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

新
た
な
研
究
拠
点

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
横
浜

中外製薬

オムロン
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Ｃ
シ
リ
ー
ズ
」を
発
売
し
た
。

　
Ｉ
Ｐ
Ｍ
は
、
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
駆

動
回
路
と
保
護
機
能
を
内
蔵

し
た
パ
ワ
ー
半
導
体
で
、
イ

ン
バ
ー
タ
や
サ
ー
ボ
シ
ス
テ

ム
に
搭
載
さ
れ
る
。
イ
ン
バ

ー
タ
や
サ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム

は
、
パ
ワ
ー
半
導
体
の
ス
イ

ッ
チ
ン
グ
（
電
気
の
オ
ン
・

オ
フ
）
に
よ
り
電
圧
や
周
波

数
を
制
御
す
る
こ
と
で
機
械

の
動
作
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
が
、
パ
ワ
ー
半
導
体
が
ス

イ
ッ
チ
ン
グ
の
際
に
電
力
損

失
と
電
磁
ノ
イ
ズ
が
生
じ
る

こ
と
が
課
題
だ
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

最
新
の
第
７
世
代
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

／
Ｆ
Ｗ
Ｄ
チ
ッ
プ
を
適
用

し
、
従
来
製
品
に
対
し
て
電

力
損
失
を
10
％
、
電
磁
ノ
イ

ズ
は
約
３
分
の
１
に
低
減
。

家
電
製
品
の
イ
ン
バ
ー
タ
や

工
作
機
械
用
サ
ー
ボ
シ
ス
テ

ム
に
適
用
す
る
こ
と
で
、
搭

載
機
器
の
消
費
電
力
量
を
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
対
応
し
、
厳
し
い
鉄
道
規

格
に
準
拠
し
た
高
い
耐
振
動

性
を
備
え
る
。
モ
ジ
ュ
ラ
ー

型
コ
ネ
ク
タ
シ
ス
テ
ム
「
Ｈ

ａ
ｎ
―
Ｍ
ｏ
ｄ
ｕ
ｌ
ａ
ｒ
」

の
電
力
と
信
号
用
モ
ジ
ュ
ー

ル
に
実
装
す
る
。
事
前
に
必

要
な
ケ
ー
ブ
ル
の
長
さ
が
分

か
ら
ず
現
場
で
結
線
が
必
要

な
場
合
や
、
モ
バ
イ
ル
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
定
期
的
に
配
線
変

更
が
必
要
な
場
合
、
工
具
の

交
換
が
必
要
な
工
作
機
械
や

製
品
に
添
付
し
て
エ
ン
ド
ユ

ー
ザ
が
結
線
す
る
場
合
な
ど

に
適
し
て
い
る
。

　
富
士
電
機
は
、
ス
イ
ッ
チ

ン
グ
時
に
発
生
す
る
電
力
損

失
と
電
磁
ノ
イ
ズ
の
低
減
を

両
立
し
た
小
容
量
Ｉ
Ｐ
Ｍ

（
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
パ
ワ

ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
）「
Ｐ
６
３
３

中
量
、
重
量
ま
で
全
領
域
で

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
そ
ろ
い
、

工
程
内
搬
送
は
主
に
中
小
型

モ
デ
ル
の
モ
バ
イ
ル
ロ
ボ
ッ

ト
が
動
き
回
り
、
材
料
や
完

成
品
搬
送
は
中
大
型
モ
デ
ル

で
安
全
・
確
実
に
搬
送
を
行

う
こ
と
で
全
搬
送
工
程
に
ま

た
が
る
搬
送
自
動
化
構
築
が

容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
堅
牢
な
筐

体
で
過
酷
な
現
場
に
も
対
応

で
き
る
ハ
ン
デ
ィ
Ｄ
Ｐ
Ｍ
コ

ー
ド
リ
ー
ダ
「
Ｖ
４
５
０
―

Ｈ
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
耐
落
下
衝
撃

試
験
で
３
・
０
㍍
か
ら
複
数

回
、
耐
転
倒
衝
撃
試
験
で
１

・
０
㍍
か
ら
７
５
０
０
回
を

実
施
済
み
で
高
い
耐
久
性
を

備
え
て
い
る
。
防
塵
防
水
性

能
は
Ｉ
Ｐ
65
／
67
に
対
応

し
、
産
業
用
液
体
へ
の
耐
性

は
モ
ー
タ
ー
／
エ
ン
ジ
ン
オ

イ
ル
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
ト

ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ド
（
Ａ
Ｔ
Ｆ
）
、
連
続
可
変

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル

ー
ド
（
Ｃ
Ｖ
Ｔ
）
、
工
業
用

デ
グ
リ
ー
サ
ー
、
ブ
レ
ー
キ

フ
ル
ー
ド
（
Ｄ
Ｏ
Ｔ
４
）
な

ど
に
対
応
。

　
高
い
分
解
能
に
加
え
、
Ｄ

Ｐ
Ｍ
コ
ー
ド
に
適
し
た
間
接

／
直
接
の
２
パ
タ
ー
ン
の
照

明
を
採
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

素
材
表
面
に
マ
ー
キ
ン
グ
さ

れ
た
Ｄ
Ｐ
Ｍ
コ
ー
ド
を
安
定

読
み
取
り
で
き
る
。
ま
た
、

読
み
取
り
に
強
い
独
自
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
の
Ｘ
モ
ー
ド
を
搭

載
し
た
機
種
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
し
、
セ
ル
整
列
異
常
の
よ

う
な
印
字
品
質
ば
ら
つ
き
に

加
え
、
感
度
補
正
時
に
発
生

す
る
ノ
イ
ズ
を
低
減
す
る
こ

と
で
安
定
し
て
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
　

　
ワ
ゴ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
電
線

の
中
継
や
プ
リ
ン
ト
基
板
へ

の
配
線
な
ど
、
幅
広
い
用
途

に
応
じ
て
、
組
み
合
わ
せ
る

コ
ネ
ク
タ
を
選
択
で
き
る
多

用
途
プ
ラ
グ
イ
ン
接
続
シ
ス

テ
ム
「
Ｍ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
　
Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｓ
Ｙ

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ（
Ｍ
Ｃ
Ｓ
）」
に
、

レ
バ
ー
操
作
タ
イ
プ
の
製
品

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と
し
て
「
Ｍ

Ｃ
Ｓ
　
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
　
２
７
２

１
シ
リ
ー
ズ
／
Ｍ
Ｃ
Ｓ
　
Ｍ

Ｉ
Ｄ
Ｉ
　
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｃ

　
２
２
３
１
シ
リ
ー
ズ
」
＝

写
真
＝
を
追
加
し
た
。

　
レ
バ
ー
操
作
タ
イ
プ
Ｍ
Ｃ

Ｓ
（
コ
ネ
ク
タ
）
は
、
専
用

工
具
が
い
ら
ず
、
視
認
性
の

高
い
オ
レ
ン
ジ
色
の
レ
バ
ー

で
直
感
的
な
作
業
が
で
き
、

簡
単
に
熟
練
度
問
わ
ず
結
線

作
業
が
可
能
。
単
線
と
フ
ェ

ル
ー
ル
圧
着
線
は
プ
ッ
シ
ュ

イ
ン
接
続
で
き
、
操
作
レ
バ

ー
の
位
置
に
よ
っ
て
ス
プ
リ

ン
グ
の
開
閉
状
態
が
一
目
で

分
か
る
の
で
閉
め
忘
れ
も
防

止
で
き
る
。

　
新
製
品
は
、
ピ
ン
・
ピ
ッ

チ
は
５
㍉
㍍
、
適
合
電
線
サ

イ
ズ
は
０
・
２
〜
２
・
５
平

方
㍉
㍍
。
高
さ
は
11
・
５
㍉

㍍
で
、
電
線
挿
入
口
に
対
し

て
０
度
と
90
度
の
テ
ス
ト
ス

ロ
ッ
ト
を
用
意
。
誤
差
込
完

全
防
止
型
（
２
７
２
１
シ
リ

ー
ズ
）
や
、
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

オ
プ
シ
ョ
ン
も
あ
る
。

「
Ｏ
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
　
Ｆ
ｌ
ｅ
ｅ

ｔ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｒ
」
に

よ
っ
て
、
一
つ
の
シ
ス
テ
ム

上
で
可
搬
重
量
の
異
な
る
、

最
大
１
０
０
台
の
モ
バ
イ
ル

ロ
ボ
ッ
ト
の
統
合
的
な
搬
送

経
路
と
、
搬
送
順
序
の
制
御

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
実
現
可

能
。

　
単
一
シ
ス
テ
ム
で
高
度
に

連
携
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
産
ス
ピ
ー
ド
の
異
な
る
工

程
間
搬
送
で
も
最
適
な
経
路

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
構
築

し
、
滞
留
の
少
な
い
効
率
的

な
搬
送
を
可
能
に
し
た
。

　
同
製
品
に
よ
り
軽
量
か
ら

　
同
製
品
は
、
こ
れ
ま
で
の

数
千
台
に
上
る
搬
送
現
場
へ

の
実
装
実
績
に
基
づ
い
て
最

高
速
度
２
・
２
㍍
／
秒
の
高

速
で
動
き
、
高
度
な
ナ
ビ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
機
能
、
障
害
物
回

避
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
採
用
で

狭
い
通
路
で
も
ス
ム
ー
ズ
に

走
行
で
き
る
。
優
れ
た
バ
ッ

テ
リ
ー
・
充
電
技
術
に
よ
っ

て
30
分
の
充
電
で
８
時
間
の

稼
働
が
可
能
。
安
全
面
も
、

最
新
安
全
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ

Ｏ
３
６
９
１
―
４
に
対
応
し

て
い
る
。

　
ま
た
管
理
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、
現

場
結
線
方
式
に
特
殊
工
具
が

い
ら
ず
、
迅
速
に
結
線
で
き

る
「
Ｈ
ａ
ｎ
　
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―

Ｉ
ｎ
」
を
追
加
し
た
。

　
Ｈ
ａ
ｎ
　
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―
Ｉ

ｎ
方
式
は
、
通
常
端
子
台
に

使
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ジ
ク

ラ
ン
プ
結
線
方
式
を
進
化
さ

せ
た
技
術
で
、
ア
ク
チ
ュ
エ

ー
タ
を
押
し
下
げ
て
ス
プ
リ

ン
グ
ク
ラ
ン
プ
を
開
き
、
電

線
を
挿
入
す
る
だ
け
で
結
線

は
完
了
。
専
用
工
具
を
使
用

せ
ず
、
電
線
を
押
し
込
む
だ

け
で
簡
単
に
結
線
で
き
、
ス

プ
リ
ン
グ
が
ケ
ー
ブ
ル
を
確

実
に
保
持
し
て
高
い
引
張
強

度
を
保
証
す
る
。

　
断
面
積
０
・
14
〜
６
平
方

㍉
㍍
、
単
線
と
撚
線
、
フ
ェ

ル
ー
ル
付
き
の
幅
広
い
電
線

を
使
用
で
き
、
規
格
と
し
て

Ｉ
Ｅ
Ｃ
　
６
１
３
７
３
カ
テ

ゴ
リ
２
（
鉄
道
車
両
用
装
置

の
衝
撃
お
よ
び
振
動
試

験
）
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
　
６
０
３
５

２
―
７
（
ば
ね
ク
ラ
ン
プ
結

線
の
一
般
要
求
事
項
、
試
験

方
法
お
よ
び
実
用
的
指
針
）

　
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス
と
オ

ム
ロ
ン
は
、
新
型
気
象
Ｉ
ｏ

Ｔ
セ
ン
サ
「
ソ
ラ
テ
ナ
Ｐ
ｒ

ｏ
」
を
開
発
し
、
７
月
５
日

に
発
売
し
た
。
ウ
ェ
ザ
ー
ニ

ュ
ー
ス
は
、
同
セ
ン
サ
と
同

社
の
お
天
気
ア
プ
リ
と
連
携

し
た
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
型
の
気
象
情

報
の
活
用
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
展
開
し
て
い
く
。

　
同
セ
ン
サ
は
、
気
温
と
湿

度
、気
圧
、雨
量
、風
向
き
、風

速
、
照
度
の
７
つ
の
要
素
を

１
分
ご
と
に
観
測
で
き
る
小

型
の
気
象
セ
ン
サ
。
同
じ
要

素
を
観
測
し
て
気
象
デ
ー
タ

を
活
用
し
よ
う
と
し
た
ら
、

こ
れ
ま
で
は
複
数
の
各
要
素

専
用
の
観
測
機
器
を
設
置
す

る
必
要
が
あ
り
、
設
置
場
所

も
コ
ス
ト
も
か
か
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
同

セ
ン
サ
は
小
型
な
た
め
ボ
ル

ト
締
め
付
で
設
置
で
き
、
Ａ

Ｃ
１
０
０
Ｖ
ま
た
は
Ｄ
Ｃ
か

ら
電
源
を
取
る
だ
け
で
デ
ー

タ
収
集
が
可
能
に
な
る
。

　
機
器
部
品
の
販
売
員
は
顧
客

を
訪
問
す
る
時
に
、
主
と
し
て

ど
ん
な
営
業
活
動
を
し
て
い
る

の
か
。

　
そ
の
内
容
を
大
ま
か
に
聞
い

て
み
る
と
、
販
売
員
か
ら
す
ぐ

出
て
く
る
回
答
は
、
見
積
も
り

提
出
打
ち
合
わ
せ
、
納
期
打
ち

合
わ
せ
、
進
行
し
て
い
る
件
名

の
状
況
確
認
、
商
品
の
紹
介
、

案
件
の
相
談
や
打
ち
合
わ
せ
で

あ
る
。

　
少
し
間
を
置
い
て
、
案
件
さ

ぐ
り
や
課
題
解
決
営
業
が
あ

る
。
課
題
解
決
と
い
っ
て
も
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
「
こ
れ
こ
れ

の
商
品
は
な
い
か
」
と
い
う
商

品
探
し
の
レ
ベ
ル
か
ら
「
こ
ん

な
こ
と
は
で
き
な
い
か
」
と
い

う
省
力
化
等
の
レ
ベ
ル
ま
で
あ

る
よ
う
だ
。
中
堅
の
販
売
員
に

な
る
と
、
顧
客
の
状
況
を
把
握

し
て
お
く
た
め
に
現
場
関
係
の

人
事
や
予
算
や
設
備
関
連
の
情

報
な
ど
を
定
期
的
に
入
手
す
る

と
い
う
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
細
々
し
た
顧

客
サ
ー
ビ
ス
は
あ
る
よ
う
だ
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
販
売
員
か

ら
す
ぐ
に
出
て
く
る
営
業
活
動

の
大
半
や
商
品
探
し
の
よ
う
な

簡
単
な
課
題
解
決
営
業
は
、
何

も
わ
ざ
わ
ざ
訪
問
す
る
ま
で
も

な
い
活
動
で
あ
る
。
現
在
で
も

そ
れ
ら
の
活
動
は
メ
ー
ル
や
電

話
で
済
ん
で
い
る
が
、
時
間
に

余
裕
が
で
き
る
か
、
あ
る
い
は

様
子
を
う
か
が
う
た
め
の
口
実

と
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
訪
問
し
て

い
る
よ
う
だ
。

　
今
後
、
Ｄ
Ｘ
時
代
が
進
ん
で

く
れ
ば
顧
客
側
の
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ス
テ
ム
は
変
わ
り
、
リ
モ
ー

ト
で
済
む
こ
と
に
対
し
て
は
販

売
員
の
わ
ざ
わ
ざ
の
訪
問
を
基

本
的
に
受
け
付
け
な
く
な
る
こ

と
が
多
く
な
る
だ
ろ
う
。
さ
す

れ
ば
、
現
在
わ
り
と
気
軽
に
ア

ポ
イ
ン
ト
を
取
っ
て
訪
問
し
て

い
る
仕
事
の
内
容
で
は
、
今
後

の
ア
ポ
取
り
に
は
狭
き
門
に
な

る
。

　
そ
れ
で
も
営
業
に
と
っ
て
訪

問
活
動
の
重
要
性
は
変
わ
ら
な

い
。
営
業
に
は
受
注
決
定
前
と

受
注
後
の
活
動
が
あ
る
。
効
率

重
視
と
な
れ
ば
、
受
注
後
や
一

部
の
受
注
前
の
活
動
は
全
て
リ

モ
ー
ト
に
な
る
。
さ
す
れ
ば
売

り
上
げ
に
対
す
る
販
売
員
の
人

数
は
少
な
く
て
い
い
こ
と
に
な

る
。
か
つ
て
資
材
課
の
人
数
は

購
入
額
に
対
し
て
何
人
必
要
と

計
算
さ
れ
た
。

　
そ
れ
が
パ
ソ
コ
ン
等
の
デ
ジ

タ
ル
機
器
を
用
い
た
ソ
フ
ト
が

発
達
し
た
結
果
、
資
材
課
の
人

数
は
極
端
に
少
な
く
て
も
済
む

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
様

の
こ
と
が
営
業
に
も
起
こ
る
こ

と
に
な
る
。
現
在
、
販
売
員
１

人
当
た
り
の
売
上
額
の
う
ち
、

極
端
に
い
え
ば
販
売
員
と
は
ほ

ぼ
関
係
な
く
勝
手
に
飛
び
込
ん

で
く
る
売
り
上
げ
が
大
半
で
あ

る
。

　
つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
の
努
力

に
よ
っ
て
販
売
店
が
信
頼
を
築

い
て
き
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
の

受
注
で
あ
る
。
受
注
後
の
処
理

や
対
応
が
訪
問
営
業
か
ら
リ
モ

ー
ト
営
業
に
変
わ
っ
た
ら
、
営

業
経
験
者
や
商
品
知
識
の
あ
る

数
人
を
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
布
陣

さ
せ
て
お
け
ば
よ
い
こ
と
に
な

る
。

　
受
注
前
の
販
売
員
の
仕
事
に

は
、
案
件
の
相
談
打
ち
合
わ
せ

や
課
題
の
解
決
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
相
談
や
打
ち
合
わ
せ
も
顧

客
の
要
請
で
動
く
活
動
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
ら
も
Ｄ
Ｘ
時
代
に

な
れ
ば
リ
モ
ー
ト
営
業
に
変
わ

る
。
リ
モ
ー
ト
営
業
は
移
動
時

間
の
短
縮
に
な
り
、
少
な
く
と

も
そ
の
短
縮
さ
れ
た
時
間
に
相

当
す
る
分
の
販
売
員
数
は
少
な

く
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
現
在
の
販
売
員

の
訪
問
営
業
の
内
容
で
は
、
リ

モ
ー
ト
時
代
が
本
格
化
す
れ
ば

半
減
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
つ

て
営
業
は
訪
問
し
て
い
く
ら
だ

と
い
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
顧
客

を
訪
問
し
な
け
れ
ば
売
り
上
げ

は
上
が
ら
な
い
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
Ｄ
Ｘ
時
代
に
は
当
て
は

ま
ら
な
い
言
葉
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
こ

の
言
葉
は
生
き
て
い
る
。
リ
モ

ー
ト
で
で
き
る
営
業
の
特
色
は

販
売
員
対
顧
客
で
は
な
く
、
販

売
店
対
顧
客
の
色
合
い
が
強

い
。
な
ぜ
な
ら
販
売
店
が
信
頼

さ
れ
て
い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
範

囲
内
で
販
売
が
営
業
活
動
を
実

施
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
販
売
員
の
役
割
は
こ
れ
ま
で

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
信
用
維
持

す
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
販
売
員

の
本
来
の
役
割
で
あ
る
攻
め
の

営
業
、
つ
ま
り
販
売
店
が
信
頼

さ
れ
て
い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い

う
枠
を
飛
び
越
え
て
売
り
上
げ

を
上
げ
る
営
業
は
リ
モ
ー
ト
営

業
で
は
難
し
い
。

　
こ
こ
は
対
面
す
る
訪
問
営
業

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
訪
問

し
て
い
く
ら
な
の
で
あ
る
。
大

半
の
販
売
員
が
や
っ
て
い
る
営

業
で
は
ア
ポ
イ
ン
ト
は
取
れ
な

い
。
せ
め
て
現
在
の
販
売
員
が

や
っ
て
い
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

型
営
業
で
は
な
く
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
型
の
営
業
の
育
成
を
目
指

す
必
要
が
あ
る
。

�

リ
モ
ー
ト
化
で
訪
問
営
業
消
失
？

問
わ
れ
る
販
売
員
の
本
来
の
役
割

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
生
産
現
場
で
の
搬
送
業
務
を
自
動
化
す
る
Ａ
Ｍ
Ｒ
・
モ
バ
イ
ル
ロ
ボ

ッ
ト
に
つ
い
て
、
中
可
搬
重
量
域
の
６
５
０
㌔
㌘
可
搬
に
対
応
す
る
モ
バ
イ
ル
ロ
ボ
ッ

ト
「
Ｍ
Ｄ
―
６
５
０
」
を
７
月
に
、
９
０
０
㌔
㌘
可
搬
に
対
応
す
る
「
Ｍ
Ｄ
―
９
０

０
」
を
10
月
に
発
売
す
る
。
こ
れ
ま
で
60
㌔
㌘
、
90
㌔
㌘
、
２
５
０
㌔
㌘
、
１
５
０
０

㌔
㌘
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
今
回
の
新
製
品
は
そ
の
間
を
埋
め
る
形
と
な
る
。

中
可
搬
重
量
域
６５０
㎏
対
応

今
秋
900
㎏
発
売 

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
充
足

オ
ム
ロ
ン　

モ
バ
イ
ル
ロ
ボ
ッ
ト

ハ
ン
デ
ィ
Ｄ
Ｐ
Ｍ

コ
ー
ド
リ
ー
ダ 

高
い
堅
牢
性

ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス
と
オ
ム
ロ
ン

新
型
気
象
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
開
発

ソ
ラ
テ
ナ
Ｐ
ｒ
ｏ

ハ
ー
テ
ィ
ン
グ　

産
業
用
角
型
コ
ネ
ク
タ

特
殊
工
具
不
要
、迅
速
に
結
線

　
ハ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
産
業

用
角
型
コ
ネ
ク
タ
「
Ｈ
ａ
ｎ

富
士
電
機　

小
容
量
Ｉ
Ｐ
Ｍ

電
力
損
失
、電
磁
ノ
イ
ズ
低
減
を
両
立

ワ
イ
ヤ
レ
ス
タ
イ
プ
は
コ
ー

ド
リ
ー
ダ
紛
失
予
防
機
能
を

搭
載
し
、
ク
レ
ー
ド
ル
の
呼

び
出
し
ボ
タ
ン
を
押
す
と
コ

ー
ド
リ
ー
ダ
か
ら
音
を
鳴
ら

す
こ
と
が
可
能
。
音
を
た
ど

る
こ
と
で
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
の

位
置
を
容
易
に
特
定
で
き
る

た
め
、
置
き
忘
れ
や
紛
失
を

予
防
で
き
る
。

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
は
、
Ａ

Ｐ
Ｃ
ブ
ラ
ン
ド
で
展
開
し
て
い
る
Ｕ
Ｐ
Ｓ

に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北

米
の
電
圧
規
格
・
安
全
規
格
に
対
応
し

た
、
輸
出
向
け
装
置
の
組
み
込
み
に
最
適

な
常
時
イ
ン
バ
ー
タ
ー
方
式
Ｕ
Ｐ
Ｓ
「
Ｅ

ａ
ｓ
ｙ
　
Ｕ
Ｐ
Ｓ
　
Ｏ
ｎ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
」

を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
海
外
の
電
圧
に
対
応
し
、

Ｉ
Ｅ
Ｃ
、
Ｅ
Ａ
Ｃ
、
Ｃ
Ｅ
、
Ａ
Ｓ
、
Ｕ

Ｌ
、
Ｖ
Ｄ
Ｅ
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
な
ど
幅
広
い
国
際

規
格
を
取
得
済
み
で
安
全
に
利
用
可
能
。

国
内
で
装
置
に
組
み
込
ん
で
事
前
試
運
転

調
整
を
行
い
、
動
作
テ
ス
ト
済
み
の
状
態

で
出
荷
で
き
、
現
地
で
の
初
期
稼
働
ト
ラ

ブ
ル
の
リ
ス
ク
を
抑
え
ら
れ
る
。
ま
た
現

地
で
Ｕ
Ｐ
Ｓ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が
消
耗
し
た

り
、
新
た
に
Ｕ
Ｐ
Ｓ
が
必
要
な
際
も
、
同

社
の
現
地
拠
点
か
ら
交
換
用
バ
ッ
テ
リ
ー

や
同
等
製
品
を
調
達
で
き
る
。

Ｈ
ａ
ｎ
　
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
︱
Ｉ
ｎ

Ｖ
４
５
０
︱
Ｈ

P633Cシリーズ

MD-650（左）

モバイルロボットのラインアップ

ワゴジャパン
レバー操作タイプコネクタ

製品群に新型追加

シュナイダー
エレクトリック 海外電圧・国際規格対応UPS

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A



（3）　　　２０２３年（令和５年）７月２６日
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リング接点の接触方式」を取り上げ、ブラシ接点方式
と液体接点方式について、それぞれのメリット・デメ
リットを解説している。

■�オプテックス・エフエー、「【光電/変位/温度】よ
くわかるハンドブック」リニューアル版完成

　オプテックス
・エフエーは、
光電センサ、変
位センサ、非接
触温度計をそれ
ぞれイチから解
説した「よくわ
かるハンドブッ
ク」について、
2023年のリニューアル版が完成し、冊子／ダウンロ
ードでの提供を開始した。
　ハンドブックは、各センサについての基礎知識から
機種選定方法まで、多様な図やイラストを使ってわか
りやすく説明したハンドブックで、現場や研修でも使
える内容となっている。

■�北陽電機、測域センサ導入事例「巻き上げワイヤー
の位置・形状測定」を公開

　北陽電機は、測域セン
サの導入事例として「巻
き上げワイヤーの位置・
形状測定」を公開した。
ワ イ ヤ 製 造 工 程 に お い
て、巻き上げたワイヤー
を 測 域 セ ン サ 「 U S T -
30LX」で位置と形状を測定し、取得したデータを使
って自動移載装置のブームを稼働させ、ワイヤーを搬
送する用途に使われている。

■�サンミューロン、ダイレクトオーダーのFAX購入を
2023年12月8日で終了　WEBのみに

　サンミューロンは、1個か
ら直接同社に注文できるサー
ビス「ダイレクトオーダー」
について、2023年12月8日で
FAX購入を終了し、今後は
WEB購入のみとする。
　同サービスは、購入ルート
や納期で不便を感じている、
試作やサンプル、生産設備など少量使用したい、緊急
使用のために通常の販売店ルートを通す時間がないユ
ーザーに対し、1個から直接注文ができるもの。

■�日東工業、リニモ「ソーライオン号」車内広告に地
元小学生が描いたポスターを掲示

　日東工業
は、愛知高
速交通の東
部 丘 陵 線
「リニモリ
ニモ」のラ
ッピング車
両「ソーラ
イオン号」
で掲示して
いる車内照明広告について、地元の小学生が描いた
「日東工業の紹介ポスター」の掲示を開始した。
　同社は毎年、本社がある愛知県長久手市内の小学校
3年生を対象に工場見学を実施しており、その際に同
社の紹介ポスターを作成している。今回の掲示では、
社内に51枚のポスターを掲示している。

■�星和電機、EMC Labの10m法電波暗室が「ISO/
IEC17025：2017試験所」に認定。ラボ業務サービ
スも提供開始

　星和電機の本社工場敷地内にあるEMC Labの10m
法電波暗室が、ISO/IEC17025：2017試験所として認

■�安川電機、8月3日に安川電機みらい館で「安川電
機ガールズデー」開催　参加募集中

　安川電機は、8月3日に北
九州市八幡西区の安川電機
みらい館で「安川電機ガー
ルズデー」を開催する。
　ガールズデーとは、理系
のお仕事を女子中学生に紹
介するドイツ発祥のイベン
トで、今回は北九州市立大
学のサイエンスガールプロ
ジェクトとコラボし、「み
らい館・工場見学＋ロボッ
ト操作体験＋女性技術者の
お仕事紹介＋座談会」とい
う構成で実施する。
　イベントでは、安川電機みらい館と工場見学のほ
か、ロボット操作体験では産業用ロボットを実際に操
作でき、女性技術者や理系専攻した大学生と気軽に楽
しく話ができる座談会も実施し、進路や就職、キャリ
アについて相談できる。
　参加対象は女子中学生で、定員は16人。現在、参
加者募集中。

■�横河電機、8月1日〜札幌ドーム「下水道展23札
幌」出展（ブースS5−09）

　横河電機は、8月1日〜4日に北海道・札幌ドームで
開催される「下水道展23札幌」に出展する（ブース
S5−09）。
　ブースは「お客様と共に水環境の未来を作る」をコ
ンセプトに、下水道事業の課題（職員減少・施設老朽
化・使用料収入減少）に対して、効率的な事業運営を
実現する「広域連携」、水質維持とCO2削減の二軸を
最適化する「最適操業」、IoTセンサによる「設備管
理の効率化」や「BCP対応」に対応する実現策を提
示する。
　具体的には、データ駆動型プラント最適操業支援ソ
リューション「DDMOnEX」や、IoTセンサによる巡
回点検の自動化携帯網での広域クラウド監視AIを活
用した予兆管理ができる設備管理ソリューション
「Sushi Sensor」、小規模なPLCシステムから大規
模なDCSまで統合可能な、広域統合・操作監視ソリ
ューション「統合情報サーバ」を提案する。また展示
内容は特設サイトでも紹介している。

■�パトライト、九州豪雨災害復興プロジェクトへの寄
付により熊本県球磨郡錦町から感謝状

　パトライトは、熊本県
球磨郡錦町から、九州豪
雨災害復興プロジェクト
への寄付に対する感謝状
を授与された。
　熊本県球磨郡錦町では
「令和2年九州豪雨災害
からの復興」プロジェク
トを推進しており、同社
は企業版ふるさと納税制度を活用して同プロジェクト
に寄附を実施したことを受けてのもの。

セミナー・イベント情報
■�ロックウェル、8月2日ウェビナー「経営情報（ヒ
ト･モノ･カネ･情報）の一元化によりDXの波に乗る
秘訣を開示」を開催

　ロックウェルオートメーションは、8月2日15時か
らウェビナー「維持管理コストが膨れあがるばかりの
古い経営管理システム･生産管理システムメンテナン
スはもう限界～経営情報（ヒト･モノ･カネ･情報）の
一元化によりDXの波に乗る秘訣を開示～」を開催す

る。
　生産管理を主体とした経営管理システムは、各領域
ごとの情報が拡散し、経営者が正しい情報を入手困難
な環境にあり、正しい経営判断を迅速に下すには新し
い経営管理システムに切換える必要がある。一方で、
IT人材が不足し、運用管理が現場の大きな負担にな
っている。
　ウェビナーでは、クラウド型（SaaS）のメリッ
ト、これからの生産管理・経営管理システムの選び方
などをわかりやすく解説。経営管理システムを置き換
えたある製造業の事例を紹介し、変革過程での課題と
変革を行なった結果の成果を紹介する。

■�ソルトン、製品
コラムのミニ連
載「スリップリ
ングの豆知識
②」接点の接触
方式を解説

　ソルトンは、同
社WEBサイトで
連載している製品
コラム「スリップ
リングの豆知識」
について、第2回
目を公開した。2
回目は「スリップ

み合わせ、安定的に年間最大100万N㎥の再エネ水素
を製造・供給するシステムを構築する予定。同社はト
ヨタ自動車製FCモジュールを搭載した同社製純水素
型燃料電池発電機の納入、水素出荷設備の設計・施工
などを担当する。

■�キヤノン、計測が難しい黒色プラスチック片も同時
計測できる高精度選別法を開発

　キヤノンは、リサイクルにおけるプラスチック片の
種類を選別する際に、判別が難しい黒色プラスチック
片とその他の色のプラスチック片を、高精度に同時選
別することができるトラッキング型ラマン分光技術を
開発した。2024年上期には同技術を活用したプラス
チック選別装置の発売を予定している。
　プラスチック片の種類選別は近赤外分光法が主流だ
が、黒色プ
ラスチック
片は可視光
を通さず反
射しないの
で選別でき
ず、ほとん
どが燃料と
しての再利
用になって
いる。一方
でラマン分光法は黒色プラスチック片も計測できるが
計測時間がかかるためプラスチック選別への採用は難
しかった。
　そこで同社は、ラマン分光法と計測・制御機器を組
み合せて1つ1つのプラスチック片の色に合わせた計
測時間を確保し、黒色も含めたプラスチック片を高速
かつ高精度に同時選別するトラッキング型ラマン分光
技術を開発。再利用できるプラスチック量の最大化に
貢献する。

■�河村電器産業、郡山市と事業構想大学院大学と共同
で、郡山新事業開発プロジェクト研究を発足

　河村電器産業、郡山市と事業構想大学院大学は、新
規事業の創出と郡山市域の発展を目的に、「地方創生
の推進に関する包括連携協定」を締結し、具体的な取
り組みの一つとして「郡山新事業開発プロジェクト研
究」を発足した。
　同プロジェクトは、郡山市域の発展に資する新規事
業を構想する研
究会で、事業の
根本となるアイ
デア発想から具
体的な事業計画
まで策定する。
参加者は一般か
ら募集し、異業
種の企業やパー
トナーとの知の
共有・探索、コラボレーションによる事業創出活動を
実現する。2023年9月から2024年3月の間に20回実施
する。

定を受け、予備試験からEMC規格適合試験レポート
作成までワンストップでの対応が可能となった。これ
に伴ってラボラトリ業務を中心にサービス展開を行う
た め 、 施 設 名 称 を 「 S E I W A  E M C  T e c h n i c a l 
Center」から「EMC Lab」へと変更し、ユーザー向
けに「EMC規格適合試験」サービスの受付を開始す
る。
　EMC LabはEMC Lab1（10m法電波暗室）とEMC 
Lab2（3m法電波暗室）、シールドルームで構成さ
れ、各種対策部材や経験豊富な対策スタッフによるサ
ポートなど充実した体制で、予備試験から規格適合試
験まで同じ環境で実施することが可能。認定試験所が
発行するEMC規格適合試験レポートは、信頼性の高
い技術文書として、CEマーキングや世界各国の認証
取得に利用できる。

■�壬生電機製作所、チューブプリンターの導入事例を
公開

　壬生電機製作所は、チューブ
プリンターの導入事例を公開し
た。
　導入事例では、繊維ロープや
ハーネス製作を手掛けるカネヤ
製綱（愛知県蒲郡市）、省力化
装置や制御盤、医療福祉機器な
どを製造するAKシステム（大
分県由布市）、制御装置や配電
盤の設計・製造のアイム製作所
（北九州市八幡西区）の3社に
ついて、導入のきっかけと用途、メリットについてイ
ンタビューしている。

■�サンワテクノス台湾、8月23日「台北國際自動化工
業大展」に出展

　サンワテクノスの台湾法人・台湾珊華科技股份有限
公司は、8月23日に台北市で行われる「台北國際自動
化工業大展」に出展する。
　同展示会は、台湾のFA各社が一同に会する大規模
展 示 会 で 、 同 社 は 安 川 電 機 製 ロ ボ ッ ト G P 7 と
KEYENCEのPLCをETHERNET通信で接続したモ
グラたたき
ゲームを実
演する。ま
た同社のバ
ーチャルプ
ロモーショ
ン 担 当 の
「三來部さ
んわ」が台
湾に応援出張してアテンドを行う予定。

■�明治電機工業、北海道苫小牧市での再エネ水素サプ
ライチェーン構築実証事業に参画

　明治電機工業は、北海道苫小牧市での再エネ水素サ
プライチェーン構築実証事業に参画する。
　同事業では、苫小牧市の沼ノ端クリーンセンター内
の廃棄物発電所とその敷地内の太陽光発電の電力を組
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山下夏樹（やましたなつき）　富士ロボッ
ト株式会社（https://www.fuji-robot.
com/）代表取締役。福井県のロボット
導入促進や生産効率化を図る「ふくいロ

ボットテクニカルセ
ンター」顧問。1973
年生まれ。サーボモ
ータ6つを使って1か
らロボットを作成し
た経歴を持つ。多く
の企業にて、自社の
ソフトで産業用ロボ
ットのティーチング

工数を10分の1にするなどの生産効率UP
や、コンサルタントでも現場の問題を解
決してきた実績を持つ、産業用ロボット
の導入のプロ。コンサルタントは「無償
相談から」の窓口を設けている。

　
最
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、
顧
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か
ら
協
働
ロ
ボ

ッ
ト
に
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す
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質
問
が
多
く
、

ネ
ッ
ト
上
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し
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記
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を
目
に
す
る
の
で
、
今
回
は
協

働
ロ
ボ
ッ
ト
と
産
業
ロ
ボ
ッ
ト

と
の
違
い
に
つ
い
て
述
べ
た

い
。
質
問
で
よ
く
あ
る
内
容

は
、
（
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
方

が
）
「
通
常
の
産
業
ロ
ボ
ッ
ト

よ
り
優
秀
そ
う
だ
」
「
値
段
が

高
い
の
だ
か
ら
、
導
入
後
の
リ

ス
ク
は
低
い
だ
ろ
う
」
「
可
搬
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と
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ム
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働
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マ
ッ
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で

あ
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。
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、
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後
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可
能
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く
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す
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ロ
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ッ
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協
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と
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の
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違
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働
し
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ー
ボ
モ
ー
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で
、

「
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跡
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対
精
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で
き
る
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精
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手
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速

度
が
落
ち
る
モ
ー
ド
）
」
な
ど

の
ソ
フ
ト
（
基
盤
を
含
む
）
の

搭
載
。
こ
れ
ら
の
追
加
の
分
、

値
段
が
高
く
な
る
。
な
お
、

「
ど
れ
く
ら
い
速
度
が
落
ち
る

か
」
で
あ
る
が
、
早
く
て
も
２

５
０
㍉
㍍
／
ｓ
ｅ
ｃ
で
（
メ
ー

カ
ー
に
よ
っ
て
異
な
る
が
）
人

の
「
顔
」
付
近
を
動
く
際
は
、

「
腹
」
や「
足
」付
近
よ
り
も
か

な
り
低
速
に
な
る
よ
う
に
設
定

し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
が
多
い
。

　
ち
な
み
に
「
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

の
出
力
が
低
い
ん
だ
か
ら
、
値

段
が
下
が
る
の
で
は
？
」
と
い

う
意
見
も
あ
る
が
、
近
年
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
の
値
段
は
従
来
よ
り

だ
い
ぶ
下
が
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
出
力
が
低
い
も
の
も
原
価

は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ

よ
り
も
、
セ
ン
サ
ー
や
ソ
フ
ト

の
追
加
の
方
が
影
響
が
大
き
い

の
で
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
は
値
段

が
高
く
な
る
。

革
命
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
な
の
か
？

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
素
人
が
も
つ
誤

解
の
中
で
「
最
近
に
な
っ
て
販

売
さ
れ
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
だ
か

ら
、
新
し
い
革
命
的
な
技
術
が

使
わ
れ
て
い
る
は
ず
だ
」
と
い

う
の
あ
る
が
、
大
き
な
間
違
い

で
あ
る
。

　
ま
ず
、
簡
略
に
協
働
ロ
ボ
ッ

ト
が
登
場
し
た
背
景
に
つ
い
て

簡
略
に
述
べ
る
。
２
０
１
３
年

12
月
ま
で
は
、
「
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
が
80
Ｗ
（
ワ
ッ
ト
）
を
超
え

る
と
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
」
「
80

Ｗ
以
下
は
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
で

は
な
い
」
ま
た
「
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
で
は
、
安
全
柵
な
ど
で
人

と
ロ
ボ
ッ
ト
を
隔
離
す
る
こ
と

が
必
須
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

80
Ｗ
以
上
で
は
人
と
ロ
ボ
ッ
ト

が
協
働
で
作
業
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
２
０
１

３
年
12
月
24
日
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
法

改
正
に
よ
り
「
80
Ｗ
以
上
で
も

安
全
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
協
働

し
て
よ
い
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
ロ
ボ

ッ
ト
メ
ー
カ
ー
は
「
サ
ー
ボ
モ

ー
タ
の
出
力
を
落
と
す
」
「
マ

ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
構
造
を
変

え
る
」
、
ま
た
「
ト
ル
ク
セ
ン

サ
」
「
協
働
モ
ー
ド
」
な
ど
を

搭
載
し
て
「
安
全
を
確
保
」

し
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
販
売
に

産業用ロボットを巡る産業用ロボットを巡る

山下夏樹

トを巡るを巡る

樹
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力
を
入
れ
た
（
厳
密
に
は
２
０

１
３
年
以
前
に
も
協
働
ロ
ボ
ッ

ト
は
存
在
し
た
が
、
法
改
訂
の

前
は
80
Ｗ
規
制
が
あ
っ
た
の

で
、
あ
ま
り
実
用
的
で
は
な
か

っ
た
）
。
つ
ま
り
技
術
的
な
革

命
が
起
き
た
わ
け
で
な
く
、
法

改
正
が
革
命
だ
っ
た
の
だ
。

　
よ
っ
て
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
は

「
ロ
ボ
ッ
ト
そ
の
も
の
の
能

力
」
は
（
低
出
力
な
の
で
）

「
軌
跡
精
度
」
「
絶
対
精
度
」

「
剛
性
」
が
大
き
く
劣
り
、

「
速
度
」
も
遅
い
、
と
い
う
ロ

ボ
ッ
ト
な
の
だ
。
し
た
が
っ

て
、
も
し
ロ
ボ
ッ
ト
で
行
う
用

途
が
、
「
バ
リ
取
り
・
研
磨
・

切
断
・
溶
射
・
穴
あ
け
・
肉
盛

り
・
ロ
ー
ラ
ー
ヘ
ム
な
ど
の
加

工
」
で
あ
れ
ば
、
大
き
な
後
悔

を
す
る
こ
と
に
な
る
。
（
ロ
ボ

ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
選
択
で
大
き

く
出
来
栄
え
が
変
わ
る
が
）
加

工
で
あ
れ
ば
通
常
の
ロ
ボ
ッ
ト

で
行
う
こ
と
を
強
く
勧
め
る
。

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ソ
フ
ト
と
の
相

性
は
？

　
最
近
、
ソ
フ
ト
に
関
し
て

「
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
を
Ｃ
Ａ

Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｍ
で
作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
動
か
す
よ
う
に
、
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
を
動
か
し
た
い
。
良
い

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ソ
フ
ト
は
な
い

か
？
」
と
い
う
質
問
が
あ
っ

た
。
Ｙ
ｅ
ｓ
／
Ｎ
ｏ
を
答
え
る

以
前
に
、
こ
の
質
問
自
体
に
大

き
な
誤
り
が
あ
る
。
ま
ず
、
上

述
し
た
と
お
り
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

で
加
工
は
Ｎ
Ｇ
で
あ
る
。
で
は

通
常
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ

れ
ば
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
の
様

な
加
工
が
で
き
る
か
、
と
い
う

と
そ
れ
も
違
う
。
な
ぜ
な
ら
、

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
は
マ
シ
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
に
比
べ
汎
用
性
は
あ

る
が
、
精
度
や
剛
性
が
劣
る
。

　
そ
し
て
ソ
フ
ト
と
の
相
性
で

あ
る
が
（
「
軌
跡
精
度
」
「
絶

対
精
度
」
が
必
須
な
の
で
）
良

い
順
番
に
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
、
通
常
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
と
な
る
。

も
し
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
を
ソ
フ

ト
で
動
か
そ
う
と
し
て
も
、
現

場
で
の
ズ
レ
を
再
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
す
る
手
間
を
考
え
る
と
、
ダ

イ
レ
ク
ト
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
行

っ
た
方
が
楽
だ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
「
ま
ず
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

の
導
入
だ
」
で
は
な
く
「
ど
の

よ
う
な
作
業
を
自
動
化
し
た
い

か
」
を
考
慮
し
て
、
加
工
機
や

ロ
ボ
ッ
ト
を
選
択
す
べ
き
で
あ

る
。

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
と
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
違
い
と
は
？

利
点
と
弱
点
を

�

把
握
し
た
上
で
導
入
せ
よ
！

出張版 ⑤

現役生産技
術シマタケ

の

　
会
社
を
辞
め
た
い
、
転
職
し

た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
　
私
は
何
度
か
思
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
実
際

に
転
職
し
た
経
験
が
あ
り
ま

す
。株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト「
就

業
者
の
転
職
や
価
値
観
等
に
関

す
る
実
態
調
査
２
０
２
２
」
で

は
、
転
職
経
験
者
の
割
合
は
20

代
で
４
割
弱
、
30
代
で
半
数
超

え
、
40
・
50
代
で
６
割
弱
と
書

か
れ
て
お
り
、
半
数
以
上
の
方

が
転
職
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
最
近
の
私
は
、
仕
事
と

家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
を
真
剣
に
考

え
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
多

く
の
方
々
が
同
じ
よ
う
な
ジ
レ

ン
マ
に
直
面
し
て
お
り
、
私
の

経
験
が
他
の
方
々
に
と
っ
て
参

考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
、
今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
私

が
な
ぜ
転
職
を
考
え
た
の
か
、

そ
し
て
最
終
的
に
い
ま
の
会
社

に
残
る
決
断
を
し
た
理
由
に
つ

い
て
共
有
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
最
初
に
、
ど
ん
な
時
に
転
職

に
つ
い
て
考
え
る
の
か
。
私
が

転
職
を
考
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の

１
つ
と
し
て
、
誰
か
が
退
職
す

る
時
で
す
。

　
部
署
は
異
な
る
の
で
す
が
、

直
近
で
比
較
的
関
わ
る
こ
と
の

多
か
っ
た
２
人
が
、
続
け
て
辞

め
て
行
き
ま
し
た
。
私
が
な
ぜ

辞
め
る
の
か
理
由
を
聞
い
た
と

き
に
、
２
人
が
言
っ
た
言
葉
が

偶
然
に
も
同
じ
で
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
は
「
最

終
的
に
は
お
金
だ
け
じ
ゃ
な
い

よ
」
で
し
た
。
辞
め
て
行
く
２

人
の
本
当
の
理
由
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
様
々
な
要
素
が
積
み
重
な

っ
て
、
会
社
に
魅
力
を
感
じ
な

く
な
っ
て
い
っ
て
し
ま
い
、

環
境
、
居
心
地
が
悪
い
と
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

が
「
お
金
だ
け
で
は
な
い
」

と
い
う
理
由
な
の
か
も
し
れ

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
転

職
を
考
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

と
思
い
、
転
職
を
真
剣
に
考

え
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
現

状
の
仕
事
や
会
社
に
対
し
て

の
満
足
度
や
充
実
感
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
た
。
仕
事
に

や
り
が
い
や
成
長
の
機
会
を

感
じ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

労
働
環
境
や
上
司
や
同
僚
と

の
関
係
は
満
足
し
て
い
る
の

か
。
こ
の
先
も
成
長
で
き
る

の
か
。
時
々
、
人
間
関
係
で

難
し
い
と
感
じ
る
部
分
は
あ

り
ま
す
が
、
仕
事
に
関
し
て

は
自
分
の
や
り
た
い
Ｄ
Ｘ
関

連
の
業
務
を
任
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
や
り
が
い
は
感
じ

て
い
ま
す
。

　
次
に
、
転
職
の
リ
ス
ク
と

家
庭
の
安
定
を
考
え
ま
し

た
。
転
職
に
は
新
た
な
環
境

へ
の
適
応
や
人
間
関
係
の
再

建
築
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

収
入
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済

に
影
響
が
出
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
一
か
ら
人
間
関
係

の
構
築
は
と
て
も
大
変
で
す

し
、
給
料
が
下
が
っ
た
ら
特

に
家
庭
を
も
っ
て
い
た
り
、

住
宅
ロ
ー
ン
が
あ
っ
た
り
す

る
と
家
族
が
不
幸
に
な
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
現
在
の

仕
事
が
安
定
し
て
お
り
、
経

済
的
に
不
安
が
な
い
場
合

は
、
転
職
に
よ
る
リ
ス
ク
を

慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
私
は
子
供
が
い
て
住

宅
ロ
ー
ン
も
あ
り
、
こ
こ
は

慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
家
族

に
相
談
し
ま
し
た
。
結
果
的

に
「
好
き
に
し
て
い
い
よ
！

　
何
と
か
な
る
で
し
ょ
う
」

と
言
わ
れ
転
職
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
了
解
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
で
、
こ
の
あ
と
は

求
人
情
報
と
の
に
ら
め
っ
こ

が
始
ま
り
ま
す
。
現
在
の
収

入
と
同
じ
ぐ
ら
い
。
残
業
は

少
な
い
。
仕
事
内
容
は
今
ま

で
の
経
験
を
活
か
せ
る
と
こ

ろ
等
、
自
分
が
希
望
す
る
条

件
に
該
当
す
る
求
人
を
確
認

し
て
い
き
ま
し
た
。
特
に
私

に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
仕

事
と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
を
維

持
す
る
こ
と
で
し
た
。
先
ほ

ど
申
し
上
げ
た
通
り
、
私
に

は
子
供
た
ち
が
お
り
、
彼
ら

の
成
長
に
参
加
し
、
家
族
と

の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

　
仕
事
と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス

は
、
現
代
の
働
く
親
に
と
っ

て
重
要
な
テ
ー
マ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
転
職
を
考
え

る
際
に
は
、
収
入
や
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
家

族
と
の
時
間
を
確
保
で
き
る

か
ど
う
か
も
重
要
な
要
素
と

し
て
考
慮
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
私
の
場
合
、
い
ま
の

会
社
は
残
業
時
間
が
少
な

く
、
有
給
休
暇
も
取
り
や
す

い
こ
と
か
ら
、
子
供
た
ち
と

の
関
わ
る
時
間
や
、
今
回
の

よ
う
な
コ
ラ
ム
を
書
い
た

り
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
動

画
を
配
信
し
た
り
と
家
族
や

自
分
の
時
間
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
私
は
バ
ラ
ン

ス
を
保
つ
た
め
、
意
思
決
定

に
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
家
族

と
の
関
わ
り
を
最
優
先
し
、

現
在
の
会
社
に
残
る
道
を
選

び
ま
し
た
。

　
こ
の
決
断
が
正
し
か
っ
た

︻
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
︼
シ
マ
タ
ケ

　
共
働
き
の
子
育
て
会

社
員
。
工
場
で
15
年
間

働
く
電
気
エ
ン
ジ
ニ

ア
。
現
在
は
某
製
造
メ

ー
カ
ー
の
生
産
技
術
担

当
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
、
第
３
種
電
気
主
任
技

術
者
、
第
２
種
電
気
工
事
士
、
機
械
保
全
技
能
士

電
機
系
２
級
、
工
事
担
任
者
（
現
Ｄ
Ｄ
第
１

種
）
、
２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
消
防
設
備
士
（
乙

６
、
７
）
、
危
険
物
取
扱
者
（
乙
４
）
な
ど
多
数

の
国
家
資
格
を
取
得
。
心
理
学
を
勉
強
中
で
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
心
理
士
、
行
動
心
理
士
も
取
得
。

　
「
電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ツ
ボ
」
で
ブ
ロ
グ
と
Ｙ

ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
情
報
を
発
信
中
。

　https://shimatake-web.com/

　https://www.youtube.com/c/Japanese 
ElectricalEngineer/

重要な要素を考慮

か
、
正
し
く
な
か
っ
た
の
か

今
す
ぐ
に
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
現
時
点
で
最
善
の
判
断

で
あ
る
と
信
じ
よ
う
と
思
い

ま
す
。

　
最
後
に
、
人
そ
れ
ぞ
れ
価

値
観
は
異
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
転
職
を
考
え
る
人
々
に

向
け
て
、
私
の
経
験
が
少
し

で
も
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
自
分
自
身
の
価
値
観
や

優
先
順
位
を
見
極
め
、
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
仕

事
と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
を
実

現
す
る
た
め
の
選
択
を
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

分
業
を
、

大
量
生
産
の
た
め
に
使
う
な
。

職
人
レ
ベ
ル
品
質
の
量
産
に
使
え
。

新
し
い

分
業
ス
タ
イ
ル

急所91

定
生
産
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。
1
人
の
す
ご
い
職
人
さ

ん
に
頼
る
こ
と
を
し
な
い

で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
流
出
も
防

ぐ
職
人
レ
ベ
ル
の
品
質
の
製

品
を
量
産
す
る
の
で
す
。

ォ
ー
ド
の
生
産
に
お
い
て
、

標
準
化
を
進
め
分
業
生
産
の

コ
ン
ベ
ア
シ
ス
テ
ム
を
作
っ

た
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
当
時
、
自
動
車
は
優
秀
な

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
作
る
も
の
で

あ
っ
た
の
が
、
標
準
化
さ
れ

た
作
業
を
分
業
す
る
こ
と
で

誰
も
が
生
産
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

組
み
立
て
ス
ピ
ー
ド
は
一
気

に
５
０
０
倍
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち

分
業
生
産
は
ス
ピ
ー
ド
を
上

げ
、
量
を
増
や
す
た
め
の
手

段
と
し
て
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
し
か
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

細
分
化
し
縮
小
す
る
環
境
下

で
は
、
高
ス
ピ
ー
ド
の
コ
ン

ベ
ア
生
産
で
は
在
庫
が
増
え

て
し
ま
い
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト

が
生
か
せ
な
い
こ
と
が
増
え

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
日

本
国
内
で
の
組
み
立
て
で

は
、
生
産
は
セ
ル
生
産
方
式

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
人
で
一
つ
の
商
品

を
た
く
さ
ん
作
る
の
で
は
な

く
、
た
く
さ
ん
の
人
で
た
く

さ
ん
の
種
類
の
商
品
を
一
つ

ず
つ
作
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。

　
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
中

小
製
造
業
が
目
指
す
「
マ
ー

ケ
ッ
ト
密
着
の
高
付
加
価
値

商
品
の
生
産
」
を
考
え
る

と
、
セ
ル
生
産
だ
け
で
は
心

も
と
な
い
と
思
い
ま
す
。
新

た
な
レ
ベ
ル
の
分
業
生
産
を

創
造
し
て
セ
ル
生
産
と
の
連

携
で
新
し
い
日
本
の
モ
ノ
づ

く
り
を
築
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　
新
し
い
分
業
生
産
は
量
で

は
な
く
、
質
の
た
め
に
行
い

ま
す
。
最
高
の
モ
ノ
づ
く
り

を
す
る
職
人
さ
ん
の
一
連
の

作
業
を
10
工
程
な
ど
に
分
解

し
て
、
10
人
が
1
工
程
ず
つ

覚
え
て
担
当
す
る
こ
と
で
安

︻
略
歴
︼
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」
、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

https://www.kaizenproject.
jp/

�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所

　
こ
れ
ま
で
分
業
生
産
は
工

業
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を

し
て
き
ま
し
た
。
自
動
車
が

今
の
よ
う
に
私
た
ち
の
足
と

し
て
普
及
し
た
の
は
、
ヘ
ン

リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
が
T
型
フ

仕
事
と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
　
転
職
を
考
え
た
け
ど
、会
社
に
残
る
決
断
を
し
た
理
由
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新型電源自動切替器「ACMS－A」

1919年創業　切替器を中心とする
電源制御の専門メーカー

　ー御社について教えてください
　当社は、1919年に東京都豊島区西巣鴨で
配電盤と付属機械機器の製作を目的として
設立され、2019年に創業100周年を迎えま
した。配電盤や電源装置に組み込まれる切
替器を中心とした各種スイッチや電源制御
の専門メーカーです。
　戦後の1950年に電電公社や船舶関連、配
電盤業界向けに切替器の製造・販売を開始
し、国内外の工場やビル、商業施設、さら
には発電所やデータセンターなど重要イン
フラでも同社の切替器が使われています。
　製品は各種切替器をラインアップし、切
り替えに電磁石の吸引力を利用し、安全性
と省エネ性、使いやすさを追求した「マグ
ネット切替器」をはじめ、半導体スイッチ
で2系統電源を切り替える静止型無瞬断切
替器の「半導体切替器」、機械的動作の切
替器と半導体スイッチを組み合わせたハイ
エンド切替器の「ハイブリッド切替器」、
かんたん設置で手軽にバックアップできる
リレー式電源切替器などをそろえていま
す。また用途に合わせた切替器のカスタム
メイドにも対応しています。

電力系統をスムーズに切り替える
電源切替器

　ー電源切替器とは、どんな装置です
か？
　建物や工場、ビル、商業施設などの電源
は、電力会社と系統をつないで電力供給を
受ける一方で、災害や非常時に対応するた
めに自家発電機など別系統の電源にもつな
げています。
　電源切替器は、停電や突発的な事情が起
きた際、電源のルートを常用から非常用へ
の切り替えをスムーズにする装置です。
　電源切替器がない場合、別系統に切り替
えるには専門の電気工事士に依頼をして、
常用から電線を取り外し、非常用につなぎ
直すという電気工事が必要になりますが、
非常時にそんなことができるはずもありま
せん。
　そのためBCPや防災上、建物への電源
切替器の導入は当たり前となっています。
常に稼働している装置ではありませんが、
万が一の際には確実に機能する必要があり
ます。信頼性が求められる装置で、万が一
の備えとして、見えないところで電気の安
心安全を守っています。
　また電源設備は定期的な点検の実施が法
律で決まっていて、その際も系統を非常用
に切り替える必要があります。近年は電気
工事士の数も減っていて、彼らの業務を効
率化し、安全に電気を使えるようにするた
めにも有効活用されています。

電源切替に必要な機器を
箱に収めてパッケージ化

　ー新製品の「ACMS－A」とは、どん
な製品ですか？
　機能としては、2系統の電源を自動で切
り替える切替器で、商用電源と非常用発電
機とを接続して停電時のバックアップに使
ったり、独立型の電源システムの太陽光発
電システムのパワーコンディショナと商用
電源の2系統をつなぎ、普段は自家消費の
電力を使い、非常時には商用電源に切り替
えてバックアップとするなどの用途で導入
されています。BCPや脱炭素に向けて再
生可能エネルギーのニーズが高まるなか、
安定して電気を使うための装置として高く
評価されています。最近では災害対策や再
生可能エネルギーの設備としての補助金制
度の活用に付帯設備として採用いただく企
業さまも増えています。
　これまでの電源切替器は、通常は制御盤
メーカーに依頼して電源切替盤としてイチ

から設計して作ってもらうのが一般的でし
た。当社はそこに向けて、盤用機器メーカ
ーという立場で、盤に組み込まれる電源切
替器を提供してきました。
　しかし建物の施工主や管理会社にとって
は、建物を建てるたびに毎回仕様を決めて
電源切替盤を発注するのは手間がかかるこ
とから、切替器の専門メーカーである当社
が電源切替盤を標準化し、必要な機能を一
式そろえたパッケージとして購入できるよ
うにしたのが「ACMS－A」です。100A
から400A、単相から三相まで全25種類を
ラインアップし、すべて仕様書も用意し
て、お客さまは自社に必要なものを選んで
購入するだけという使いやすい製品になっ
ています。

切替・保護機能の精度を強化
必要な時だけ確実に切り替わる

　ー開発のきっかけと改良した点など
　これまで通りの電源切替器では他社との

高田製作所　電源切替器専業100年
デジタル・脱炭素時代の「電力」有効活用

技術部主査

岡野　功氏
技術部技師

田中和夫氏

インタビュー 

差別化、付加価値を高めるのは難しく、新
しいチャレンジが必要でした。そこで、こ
れまで当社でも要望に応じた電源切替専用
盤を設計・製造して提供していくなかで、
電源切替が1つのアプリケーションとなっ
て機器の組み合わせで納品するケースが増
えてきていたことから、思い切って電源切
替盤を標準化し、必要な機能を箱に収めて
パッケージ製品化しました。
　箱に収めたというのが最も大きな改良点
ですが、それ以外の基本性能も向上してい
ます。例えば切替・保護機能の精度につい
て、従来モデルは電圧が安定したら即切り
替わるという形でしたが、今回は電圧のレ
ベル監視を追加して、電圧が安定したのを
判断してから切り替わる形とし、必要な時
だけ切り替わるようバージョンアップして
います。これまで何十年にわたってお客さ
ま先で切替動作が発生した時の状況に関す
る情報・データをたくさん収集・蓄積して
あり、それをもとに切替・保護機能の精度
を高めています。
　また、配線の口を筐体の側面と下部に設
け、設置の柔軟性を改良しました。横と下
から電線を取り出せるので配線の取り回し
がしやすくなっています。
　また、ACMS－Aは標準品、パッケージ
製品となっていますが、お客さまの要望に
応じてカスタムにも対応しています。例え
ば、ランプや箱の色やブレーカの有無、配

線、ハンドル形状など細かいところにも対
応します。

電源の多様化によって
電源切替器の需要も拡大

　ー電源切替器の市場の見通しについて
　これまで電源といえば電力会社から供給
される商用電源ばかりでしたが、今は自家
消費など電源の選択肢が増え、今後さらに
広がっていくと思います。電源が多様化
し、複数を利用するとなると、そこには必
ず切替器の設置が必要となります。
　身近なところでも、自家発電やスマート
グリッドといった地産地消の電源をどう切
り替えていくかという問題や、電気代が高
騰するなかで自家発電と蓄電池、商用電源
を組み合わせて最も安い使い方をするため
に切り替えを頻繁に行いたいというニーズ
も出てきています。実際にACMS－Aとは
別モデルの切替器ではありますが、自家消
費型の太陽光発電システムと蓄電池の切替
用に某ハウスメーカーのオフィスに採用さ
れました。
　電気を安く安全に使うためにも電源切替
器の市場は今後拡大すると見ており、標準
化されてパッケージになっているACMS
－Aはとてもお役に立てるものだと思いま
す。

多様化する電源システムの
必需品として提案を強化

　ー今後に向けて
　発売したばかりなので、多くのお客さま
に使っていただき、いろいろな声を聞きた
いですね。小型化など改良点や伸びしろは
たくさんある製品なので、お客さまの反応
を元に改良をしていきます。また、電源切
替器はいざという時に動かなければいけな
いものなので、いつでも確実に動くように
する必要があります。これで大丈夫という
ところはなく、機能強化を続けていきま
す。
　ACMS－Aは電源切替器の専門メーカー
が作った電源切替盤のパッケージ製品であ
り、長年の切替器の実績もあり安心して使
うことができる製品です。これが電源切替
器の次の時代への第一歩になり、当社のブ
ランドを強化できればと考えています。
　電源切替器はこれからの時代、電源シス
テムには必須の製品になり、脱炭素や
BCP、防災などにも役立ちます。これを
もっと浸透していけるよう提案を強化して
いきます。

　これまで電力は電力会社から購入して供給されるものでしたが、今
では自ら発電して使ったりと調達方法はさまざま。また使用について
も、自社で使うだけでなく、貯める・蓄える、ほかへ融通するなど多
様化しています。そのため電力網は、昔は一方通行の一本道だったも
のが、今では分岐ルートができて複雑化しています。だからこそ電気
を安全かつ効率的に使うためにも電力の交通整理、制御が今まで以上
に必要とされています。
　高田製作所は、創業100年を超える電源切替器専門メーカーで、
2023年2月に新製品となる電源自動切替器「ACMS－A」を開発・発
売を開始しました。どんな特長を持った製品なのか？　技術部主査の
岡野功氏と、技師の田中和夫氏に話を聞きました。

高田製作所　https://www.takadass.co.jp
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力工場である福知山工場と高槻第一工場の生産機能と
付随する機能を、京都府福知山市の長田野工業団地内
に建設する新工場・京都工場（京都府福知山市長田野
町二丁目51番1、51番3長田野工業団地内）に移転・
集約し、最適生産体制を構築する。
　京都工場で
はフードセー
フティーとフ
ードディフェ
ンスで品質保
持を徹底、安
全安心を確保
し、環境課題
に配慮したスマートな生産体制を実現し、自動化・省
人化設備の導入を通じた次世代型モノづくり体制の構
築を図る。
　本格稼働は2026年内を予定。建屋は鉄筋2階建て。
敷地面積は2万5646.28平方㍍。

■�クラフトワーク、埼玉県北葛飾郡に第2工場建設
　トランザクションの子会社クラフトワークは、埼玉
県北葛飾郡杉戸町本郷1124に第2工場を建設する。
　同グループは、3000アイテム以上の雑貨製品を取
り扱っており、同社が最終加工となる印刷・検品・ア
ッセンブリー等を施すことで高品質で低価格な製品の
短納期での提供を実現している。
　第2工場では、既存設備の拡充に加え、最新設備を
導入して生産能力の大幅な増強し、印刷と内職作業に
おいて、人・物の動線を追及した工場レイアウトにで
業務効率を高めて生産性向上を図る。
　建屋は鉄骨2階建。土地面積は9061平方㍍、延床面
積は1898平方㍍。投資額は約7.5億円。

■�日本軽金属と日軽パネルシステム、不燃パネル増産
に向けて山口県・下関工場内に第2工場

　日本軽金属と日軽
パネルシステムは、
主力商品であるノン
フロン断熱不燃パネ
ルの増産に向け、下
関工場（山口県下関
市木屋川）内に下関第二工場を建設する。
　同社のノンフロン断熱不燃パネルは高い断熱性能と
不燃性能を持つポリイソシアヌレートフォームを芯材
に使用し、半導体クリーンルーム、冷凍倉庫や食品加
工工場などの内装材として広く使われている。DX加
速によって半導体産業の成長に伴ってクリーンルーム
需要も高まることを受け、ハイレベルなクリーンルー
ムの実現と断熱性能による空調エネルギーの消費量削
減に向けてノンフロン断熱不燃パネルの増産を進め
る。
　総投資額は約25億円で、2023年6月着工、2024年度
内の操業開始を予定。

■�竹内製作所、長野県小県郡青木村にショベルの新工
場が竣工

　小型建設機械
メーカーの竹内
製作所は、長野
県小県郡青木村
で建設を進めて
いた青木工場が
竣工した。4㌧
から9㌧のミド
ルクラスのショベルを生産する予定で、9月から稼働
開始する。フル稼働時は、既存工場と合わせて同社の
ショベルの生産量は現状の1.5倍になる見通し。環境
面は消費電力の大部分を太陽光発電でまかない、CO2

フリー電力と合わせて、100％再生可能エネルギーで
電力を調達する予定。

■�伊藤園産業、埼玉県熊谷市に伊藤園産業熊谷工場を
新設　2023年10月から稼働開始

　伊藤園は、
ティーバッグ
製品の供給体
制を強化する
ため、グルー
プ会社である
伊藤園産業の
ティーバッグ包装工場「伊藤園産業熊谷工場」を埼玉
県熊谷市万吉3040に新設し、2023年10月から稼働を
開始する。
　建屋は鉄骨造2階建。ティーバッグ製品2ラインを
設け、1日あたり4万2000個を生産する。敷地面積は
5595平方㍍。建築面積は2721平方㍍。延床面積は
2929.68平方㍍。竣工予定は2023年9月。

■�中外製薬、栃木県の宇都宮工場内のバイオ医薬品製
造設備に500億円超の新規投資

　中外製薬は、グループ会社である中外製薬工業の宇
都宮工場（栃木県宇都宮市清原工業団地16-3）内に、
バイオ原薬製造棟と注射剤棟を新規建設する。設備投
資は500億円超。
　新設するバイオ原
薬製造棟（UT3）
は、第I相、第II相
臨床試験用を含む中
期段階以降の治験薬
製造、初期商用のバ
イ オ 原 薬 製 造 を 担
う。これにより浮間事業所内に建設中のバイオ原薬製
造棟（UK4）や既存の製造棟と合わせて、臨床開発
から初期商用生産まで自社一貫でバイオ原薬を生産す
る基盤を強化する。またUT3では従来のバッチ式の
生産方式に加えて、灌流培養の導入など連続生産機能
も実装し、次世代のバイオ医薬品工場の実現に向けた
取り組みを推進する。
　新規注射剤棟（UTA）は初期商用の無菌注射剤製
造を担い、新たな製剤技術を導入して独自の抗体エン
ジニアリング技術を適用した複雑な構造を持つ抗体の
製剤化に対応する。ロボティクスを活用して多様な剤
型に対応した多品種少量生産を可能とし、高度な自動
運転・デジタル技術の活用により生産性を大幅に向上
したスマートファクトリーの実現を目指す。
　バイオ原薬製造棟（UT3）の総投資額は374億円。
2024年1月に着工し、竣工は2026年5月。2026年10月
の稼働開始を予定している。敷地面積は12万1573平
方㍍で、建屋は免震4階建で、建築面積3206平方㍍、
延床面積は9791平方㍍。
　注射剤棟（UTA）は、総投資額は190億円。2024
年1月に着工し、竣工2025年11月。2026年3月の稼働
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■�東洋合成工業、兵庫県淡路市の淡路工場に半導体向
け溶剤充填所を新設

　東洋合成工業は、淡路工場（兵庫県淡路市生穂新島
9-1）内に、半導体向け溶剤を充填する屋内充填所を
新設する。稼働開始は2024年3月末の予定。
　同工場では、半
導体の製造に使用
されるシリコンウ
エハーの洗浄液な
どに使う溶剤を約
10品目生産して
いる。特に先端半
導体分野では回路
の微細化が進み、より純度の高い溶剤の需要が増加し
ており、そこに対応するために屋内充填所を新たに建
設する。投資金額は約10億円。

■�イフジ産業、愛知県安城市の名古屋事業部で液卵の
製造設備を増強

　イフジ産業は、名古屋事業部（愛知県安城市）で、
約4億円の液卵の製造設備を増強した。液卵の販売数
量が好調に伸びていることから、15㌧貯蔵タンク2
基、4㌧/時間の生産能力を持つフルオート計量充填機
1機、フルオート容器洗浄装置1ユニットの設備を導
入。これによって従来の製造数量の約1.5倍の生産が
可能となる。

■�東レ、茨城県土浦市の土浦工場でのポリプロピレン
フィルムの生産能力を増強

　東レは、EVなど電動化車両市場の拡大を背景とし
た車載コンデンサ用フィルムの需要拡大に対応するた
め、二軸延伸ポリプロピレン（BOPP）フィルム「ト
レファン」の生産能力を増強する。東レ土浦工場（茨
城県土浦市北神立町2-1）に生産設備を増設し、車載
コンデンサ用フィルムの生産能力を現行比1.4倍にす
る。2025年稼働開始予定。

■�SUMCO、佐賀県神埼郡吉野ヶ里町に新工場建設
　SUMCOは、佐賀県神埼郡吉野ヶ里町内の佐賀県営
産業用地の土地約22万平方㍍を新工場建設の候補地
に決定し、譲受申込書を佐賀県に提出した。

海外

■�オムロンヘルスケアインドに血圧計の新工場を建設
　オムロンヘルスケ
アは、インドのタミ
ルナド州のオリジン
ズ・マヒンドラチェ
ンナイ工業団地に、
家庭用・医療機関用
の血圧計を生産する
新工場を建設する。敷地面積は約2万4000平方㍍。
2025年3月から操業を開始する。

■�日本触媒、インドネシアで紙おむつ原材料のアクリ
ル酸の製造設備が完成

　日本触媒のインドネシア子会社PT. NIPPON 
SHOKUBAI INDONESIAは、アクリル酸（AA）の
製造設備が完成した。
　同グループは、紙おむつに使用される高吸水性樹脂
とその原料であるAAを製造している。紙おむつは乳
幼児、高齢者の増加によって世界需要は今後も堅調に
推移することから、国内外でAAと高吸水性樹脂の生
産能力を強化しており、今回の設備増強もその一環と
なる。
　新設備はAAを年間10万㌧の生産能力を持ち、既存

　中長期的に見込まれる300mmシリコンウェーハの
需要拡大に対応するグリーンフィールド投資に備える
ためのもの。具体的な設備投資については、市場の成
長に合わせた継続的な逐次増産を行い、今後のシリコ
ンウェーハ市場の需給予測や製造設備の新設・増強に
要する時間等を考慮しながら適宜実施する。

■�中村留精密工業、石川県白山市に第13工場「MAGI」
を竣工

　中村留精密工業は、ユニットの製作から製品仕上げ
の組立までを一気通貫で行う工場として、第13工場
「MAGI」を竣工した。
　新工場は本社に位置し、工場棟は2階建ての総面積
7050平方㍍。AGV夜間自動搬送を導入し作業負担軽
減を図り、作
業効率をアッ
プ。検査装置
と品質管理シ
ステムを最大
限に活用し、
品質管理や品
質保証の向上
を目指す。新
工場の竣工によって約35％の生産能力向上を見込む。

■�大日本印刷、広島県・三原工場で高機能光学フィル
ム装置を新たに増設

　大日本印刷は、大型化が進むテレビ向けの光学機能
性フィルムの製造に最適な最大2500㍉㍍幅に対応可
能なコーティング装置を新たにDNPの三原工場（広
島県）に導入する。投資金額は約130億円。
　新たな生産ラインでは、光学機能性フィルムの反射
防止の機能･性能を向上させる上で重要となる多層コ
ーティングの生産性を考慮した設計とし、同時に2層
を塗工可能。また従来と比較して年間30％のCO2排
出量の削減を見込む。
　新たに増設した生産ラインによる量産を2025年度
上期に開始する予定。主に中国をはじめとする各国の
偏光板メーカーにディスプレー向け光学機能性フィル
ムの提供を拡大し、2026年度で年間約1100億円の売
上を目指す。

能力14万㌧と合
わせて、工場全
体で年間24万㌧
の生産能力に拡
大する。2023年4
月に商業運転を
開始する。設備投資額は約2億ドル（約280億円）。

■�パイオラックス、インドのばね製造工場を拡張
　パイオラックスは、インド子会社のPIOLAX 
INDIA PRIVATE LTD.の工場を拡張する。インド国
内の自動車需要拡大を受け、新規受注部品の生産や倉
庫機能移転による
合理化を図り、将
来的なEV化拡大
を見込んでEV関
連部品の生産スペ
ースを確保する。
　拡張建物延床面
積は2255平方㍍
で、拡張後の総建
物 延 床 面 積 は
5700平方㍍。工
事費用は約1.9億
円。2023年6月に
着工し、2024年2
月に竣工予定。

開始を予定してい
る。建屋は免震3
階建で、建築面積
は2589平方㍍、
延床面積は7682
平方㍍。

■�クラシエフー
ズ、福知山工場
と高槻第一工場
の知育菓子の生
産機能を京都の
新工場に集約

　クラシエフーズ
は、知育菓子の主


